
１ 国語 

学校番号 318 

平成 3１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ（理系） 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 『古典Ｂ 改訂版 古文編 漢文編』 （大修館書店） 

副教材等 

『必携新明説漢文』（尚文出版）『体系古典文法 八訂版』（数研出版） 

『古文単語６００ 新版』（啓隆社） 『改訂増補 最新国語便覧』(浜島書店) 

『センター試験知識問題完全攻略』(桐原書店) 

『読み解く古典』２ (浜島書店) 『ニューエイジ古典必修』２（第一学習社） 

『新しいセンター試験 対策問題集古典編』桐原書店 

１ 担当者からのメッセージ 

・古典を読む能力を養い、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深め

ましょう。 

・古典は予習復習が欠かせない科目です。授業の前には単語を調べ現代語訳をし、授業後には文法や

句法の復習をすることを習慣にしましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・古典を読む力を進んで高めるとともに、古典についての理解や関心を深めようとしている。 

・まとまりのある古典を読み、古典に表れた思想や感情を捉え、自分の考えを深め、発展させている。 

・伝統的な言語文化及び言葉の特徴などの理解を深め、知識を身に付けている。 

・古典の語彙や文法の知識など、基礎力がしっかりと身についている。 

・受験に対応できる力がついている。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 ｃ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高め、作品の価

値について自ら考察するととも

に、我が国の文化の特質や中国

の文化との関係について理解を

深めようとする。 

古典を読んで、内容及び思想や

感情を、構成や展開に即して的

確に捉え、ものの見方・感じ

方・考え方を豊かにしようとし

ている。 

古典の理解に役立てるため、

語句の意味、用法、文の構造、

文法、音声、表記等を理解し、

知識を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、問題集等） 

行動、記述の確認及び分析 

（問題集等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、問題集等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ ｃ 

前
期 

第
一
中
間
ま
で 

古
文 

随
筆 

 

『堤中納言物語』 

 

「虫めづる姫君」 

 

 

○ ◎ ○ 

a:姫君の人柄をその行動や発言から

読み取る。 

ｂ:着想の奇抜さや滑稽さ、他の物語

との相違について考える。 

ｃ:形のうえで紛らわしい語を文法的

に識別する。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

漢
文 

史
伝 

 

『史記』列伝 

荊軻 

 

「風蕭蕭として易

水寒し」 

 

 

○ ◎ ○ 

a:『史記』の文章に親しみ、興味を持

ち、内容を深く知ろうとしている。 

ｂ:話の展開を理解するとともに、登

場人物の心情を読み取って人間や歴

史についての考えを深めようとして

いる。 

ｃ:基本的な句法･語法を理解してい

る。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

 

前
期 

第
二
中
間
ま
で 

古
文 

物
語 

 

『蜻蛉日記』 

「町の小路の女」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:登場人物の境遇についての認識を

深めようとしている。 

ｂ:登場人物の人間関係や心情を読み

取っている。 

ｃ：形のうえで紛らわしい語を文法的

に識別できている。 

ｃ:基本的な敬語法について理解して

いる。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

  

 

漢
文 

漢
詩
―
古
体
詩 

 

 

陶潜 

「飲酒」 

 

 

○ ◎ ○ 

a: 教材について興味を持ち、内容を

深く知ろうとしている。 

ｂ:作者の境遇や時代背景と作品との

関わりに対して理解を深めようとし

ている。 

ｃ:押韻など古体詩の形式や表現につ

いて理解を深めている。 

a、ｂ：行動の

観察 

 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

 

前
期 

期
末
ま
で 

古
文 

日
記 

 

『和泉式部日記』 

「薫る香に」 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:作者の生活や心情を読み取るとと

もに、平安女流 日記文学の特徴を理

解しようとしている。 

ｂ:作者の立場を理解し、その心情を読み

取っている。 

ｃ：形のうえで紛らわしい語を文法的

に識別できている。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

ｃ：小テスト 

 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 



古
文 

日
記 

 

『紫式部日記』 

「土御門邸の秋」 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:贈答歌を通して男女の心情を読み

取るとともに、表現上の特徴を理解し

ようとしている。 

ｂ:文章の展開に即して、作者の心情

を理解している。 

ｃ:重要な語句や文法、和歌の修辞技

法について知識を深めている。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

 

漢
文 

思
想 

 

老子「大道」 

 

荘子「渾沌」 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a: 諸子百家が現れた春秋戦国時代に

ついて調べている。老子・老子・韓非

子の思想の特徴について調べたり発

表したりしている。 

ｂ:思想の特徴を理解するとともに、

語の深い意味について理解している。 

ｃ:基本的な句法･語法を理解してい

る。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

 

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

 

後
期
中
間
ま
で 

古
文 

物
語 

 

『源氏物語』 

 

「薄雲」 

「若菜上」（二） 

 

 

○ ◎ ○ 

a:物語の内容を理解するとともに、

『源氏物語』をより深く知ろうとして

いる。 

ｂ:登場人物の心情を、それぞれの場

面に応じて読み取っている。 

ｃ:基本的な敬語法について理解して

いる。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

 

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

 

後
期
期
末 

古
文 

評
論
・
物
語 

 

『古今和歌集仮名

序』 

「やまと歌」 

 

 

センター対策問題

演習 

○ ◎ ○ 

a:作者が和歌をどのようなものとと

らえているかを読み取ろうとしてい

る。 

ｂ:叙述内容を整理して、筆者の主張

の展開を読み取っている。 

ｃ:『古今和歌集仮名序』の文学的意

義について理解を深めている。 

ｂ、ｃ: 設問に的確に答えている。 

ａ、ｂ：行動の

観察と確認   

 

ｃ：小テスト 

ｂ、ｃ：定期考

査 

ｂ、ｃ:問題集

の点検 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 ｃ:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○印を、また、

その単元で主として扱う国語の領域（「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


